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平成26年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会

議決した案件
●条例案…９件　●予算案…６件　●同意案…２件　●その他…９件

●委員会提出議案…５件　●請願…３件　●議長発議…２件
（●全会一致可決…27件　●賛成多数可決…６件　●否決…３件）

Pick Up

保
育
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
保
育
制
度
が

変
わ
り
ま
す
。
新
た
に
小
規
模
保
育
や
家
庭
的
保
育
な
ど
の
地
域
型
保
育
事
業
が

創
設
さ
れ
、
認
可
事
業
の
枠
が
広
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　

小
規
模
保
育
や
家
庭
的
保
育
を

実
施
す
る
事
業
者
は
認
定
こ
ど
も

園
、
幼
稚
園
又
は
保
育
所
と
連
携

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
形
で
連
携
す
る
の
か
。

Ａ�　

連
携
の
主
な
目
的
は
、
小
規
模

保
育
等
を
利
用
し
て
い
た
児
童
の

３
歳
以
上
か
ら
の
保
育
の
提
供
で

あ
る
。
ま
た
、
集
団
保
育
の
体
験
、

事
業
者
に
対
す
る
相
談
・
助
言
等
、

職
員
の
病
気
・
休
暇
等
に
よ
り
保

育
が
提
供
で
き
な
い
場
合
の
代
替

保
育
の
提
供
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

Ｑ�　

事
業
所
内
保
育
の
地
域
枠
あ
り

と
な
し
と
で
は
財
政
支
援
に
違
い

が
あ
る
の
か
。

Ａ�　

地
域
枠
と
は
、
定
員
数
に
応
じ

て
、
一
定
数
以
上
の
地
域
の
子
ど

も
に
も
保
育
を
提
供
す
る
も
の
で
、

地
域
枠
が
あ
る
場
合
は
公
費
が
投

入
さ
れ
る
が
、
地
域
枠
が
な
い
場

合
は
公
的
財
政
支
援
は
な
い
。

現行制度 新制度新制度

保育所（園）保育所（園）

幼稚園幼稚園

認定こども園認定こども園

地域型保育事業（新設）地域型保育事業（新設）

認可外保育施設認可外保育施設

事業所内保育施設（地域枠無）事業所内保育施設（地域枠無）

認
可
認
可

認
可
認
可

認
可
外

認
可
外

保育所（園）

幼稚園幼稚園

認定こども園

認可外保育施設認可外保育施設

事業所内保育施設事業所内保育施設

認
可
外

認
可
外

新たに設けられる地域型保育事業（定員19人以下・対象児童３歳未満）
類　型 内　　　　容

小規模保育
（定員６〜19人）

比較的小規模で、きめ細かな保育を実施。
※�現状では20人以上が認可保育所として運営されているが、新制度で
は、これまで認可外であった19人以下でも認可事業となる。

家庭的保育
（定員５人以下）

保育者の居宅など家庭的な雰囲気のもとで、少人数を対象にきめ細か
な保育を実施。

事業所内保育
（地域枠有）

企業が主として従業員への仕事と子育ての両立支援策として実施。地
域において保育を必要とする子どもにも保育を提供する。

居宅訪問型保育 保育を必要とする子の居宅において、１対１を基本とするきめ細かな
保育を実施する。
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Select.2

消防ポンプ自動車
（参考写真）

高規格救急自動車
（参考写真）

◎
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　

地
元
の
い
ろ
ん
な
意
見
も
聞
き

な
が
ら
で
な
い
と
進
ま
な
い
部
分

も
出
て
く
る
と
思
う
が
、
そ
の
辺

り
は
ど
う
か
。

Ａ�　

今
回
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

代
表
企
業
、構
成
団
体
と
も
県
外
の

企
業
で
あ
る
が
、提
案
内
容
に
お
い

て
も
、例
え
ば
定
例
的
な
業
務
で
あ

れ
ば
市
内
の
事
業
所
と
連
携
を
と

る
と
か
、常
に
市
内
の
い
ろ
ん
な
団

体
等
と
連
携
を
と
っ
て
物
事
を
進

め
て
い
く
と
提
案
を
さ
れ
て
い
る

の
で
、地
元
を
非
常
に
大
切
に
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
６
つ
の
「
く
ら
ら
」

蔵
…
酒
蔵
の
街
の
イ
メ
ー
ジ

蔵
楽
…
酒
蔵
の
ま
ち
で
音
楽
を
楽
し
む

蔵
ラ
ラ
…�

新
し
い
文
化
を
ラ
ラ
ラ
と

楽
し
く
広
め
る

蔵
良
…
ホ
ー
ル（
蔵
）を
良
い
も
の
に

蔵
達
…
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
う

ｃ
ｕ
ｒ
ａ
…
イ
タ
リ
ア
語
で
癒
し

Select.1
〈
議
案
第
124
・
125
・
126
・
127
号
〉

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、高
規
格
救
急

自
動
車
、そ
れ
ぞ
れ
２
台
ず
つ
購
入

　

東
広
島
市
消
防
局
消
防
車
両
整
備
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
東
広
島
消
防
署
北
分

署
と
竹
原
消
防
署
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
各
１
台
、
東
広
島
消
防
署
西
分
署
と
東

広
島
消
防
署
安
芸
津
分
署
に
高
規
格
救
急
自
動
車
各
１
台
を
買
い
入
れ
る
も
の
で

す
。

〈
議
案
第
130
号
〉

愛
称『
く
ら
ら
』（
東
広
島
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
）の
指
定
管
理
者
を
決
定

　

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
管
理
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
ト
・
日

本
管
財
共
同
企
業
体
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
指
定
期
間
は
、
平

成
26
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

配備先①　東広島消防署北分署（取得価格3,227万400円）
配備先②　竹原消防署（取得価格2,808万円）

配備先①　東広島消防署西分署（取得価格2,966万7,600円）
配備先②　東広島消防署安芸津分署（取得価格2,937万6,000円）

東広島芸術文化ホール
『くらら』　こもれび広場

※イメージ図
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
135
・
137
号
〉

い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
を
拡
充

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
利
用
対
象
の
範
囲
が
「
小
学

校
３
年
生
ま
で
の
児
童
」
か
ら
「
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
」
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

〈
議
案
第
143
号
〉

志
和
流
通
団
地
内
の
緑
地
を

新
た
な
分
譲
用
地
と
し
て
造
成

　

東
広
島
市
内
の
公
的
産
業
団
地
が
ほ
ぼ
完
売
状
態
と
な
っ
て
い
る
中
、
産
業
団

地
造
成
事
業
に
お
い
て
、
企
業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、
志
和
流
通
団
地
内
の
市

が
所
有
し
て
い
る
緑
地
を
新
た
な
分
譲
用
地
と
し
て
造
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。◎

内
容

①
産
業
団
地
名

　
　

志
和
流
通
団
地

②
補
正
予
算
額

　
　

二
，
二
〇
五
万
三
，
〇
〇
〇
円

　
　
（
実
施
設
計
費
）

③
新
た
な
分
譲
面
積
（
予
定
）

　
　

約
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　

平
成
26
年
度　

実
施
設
計

　
　

平
成
27
年
度　

造
成
工
事
着
手

　
　

平
成
28
年
８
月
頃　

分
譲
開
始

平成27年４月１日から
先行して４年生以上の
児童を受け入れる、河
内西いきいきこどもク
ラブ

新たに分譲用地として
造成する志和流通団地
内の緑地

◎
主
な
内
容

①
利
用
対
象
児
童

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童
に
拡

大
。（
た
だ
し
、
利
用
希
望
者
が

多
数
の
場
合
は
、
受
け
入
れ
体

制
の
確
保
が
必
要
な
た
め
、
５

年
間
の
経
過
措
置
あ
り
。）

②
職
員
配
置

　

放
課
後
児
童
支
援
員
を
２
人

以
上
配
置
す
る
。
２
人
の
う
ち

１
人
は
、
保
育
士
や
教
諭
等
の

資
格
を
持
た
な
い
者
も
補
助
員

と
し
て
従
事
で
き
る
。
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
149
号
〉

（
仮
称
）寺
家
新
駅
に
関
す
る

基
本
協
定
を
締
結

　
（
仮
称
）
寺
家
新
駅
と
そ
の
自
由
通
路
な
ど
の
新
設
工
事
に
関
す
る
基
本
協
定
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
締
結
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
工
事
を
委
託
し
、
費
用
は
全
額

市
が
負
担
し
ま
す
。
委
託
費
は
約
21
億
円
で
す
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
８
・
９
・
10
号
〉

市
議
会
が
意
見
書
３
件
を
国
へ
提
出

　

東
広
島
市
議
会
は
、
国
政
に
反
映
す
る
た
め
、「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
」、「
平
成
27
年
度
予
算
（
介
護
・
子
ど
も
）
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
平
成
27
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
」
を
国
へ
提
出
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

意
見
書
の
要
旨

①
「
手
話
言
語
法
」
の
制
定

　

●�

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言

語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に

広
め
、
手
話
を
言
語
と
し
て
普

及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手

話
言
語
法
」
の
制
定
を
求
め
る
。

②�

介
護
・
子
ど
も
関
連
予
算
の

　

充
実
・
強
化

　

●�
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い

て
、
地
域
間
格
差
や
サ
ー
ビ
ス

低
下
及
び
福
祉
労
働
者
の
処
遇

低
下
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
予

算
確
保
を
求
め
る
。

新駅平面図

※�現時点での
計画であり、
今後の詳細
設計により
変更となる
場合があり
ます。

　

●�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
本
格
実
施
に
必
要
と
さ
れ
る

約
１
兆
円
の
確
実
な
財
源
確
保

を
求
め
る
。

　

●�

介
護
労
働
者
及
び
保
育
士
等
の

福
祉
人
材
の
確
保
と
処
遇
改
善

を
進
め
る
た
め
の
予
算
確
保
を

求
め
る
。

③
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど

　

●�

ゆ
た
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
30
人
以
下
学
級
を
求

め
る
。

　

●�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
２

分
の
１
へ
の
復
元
を
求
め
る
。

位置図
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●
議
案
第
141
号

　
（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

補
正
予
算
に
は
、
共
通
番
号
シ
ス

テ
ム
導
入
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。

共
通
番
号
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民
一
人

一
人
に
個
人
番
号
を
付
し
、
個
人
情

報
を
容
易
に
照
合
で
き
る
仕
組
み
で

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
な
ど
の
社
会
保
障
分
野
へ
の
導
入

は
、
徴
税
強
化
や
社
会
保
障
給
付
の

削
減
手
段
に
さ
れ
か
ね
な
い
と
考
え
、

反
対
す
る
。

●
議
案
第
141
号

　
（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
）

賛
成

�

宮
川
誠
子
議
員

　

国
民
総
背
番
号
制
は
市
議
会
で
議

論
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
国
会
で
議

論
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
国
で

あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
な
り

す
ま
し
犯
罪
が
常
態
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
ま
た
、
共
通
番
号
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
は
日
本
全
体
で
初
期
投
資

三
，
〇
〇
〇
億
円
に
相
当
す
る
巨
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
費
用

対
効
果
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
新
た

な
国
民
の
負
担
が
求
め
ら
れ
続
け
る
。

決
め
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
地
方

自
治
体
は
必
要
な
予
算
を
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
、
こ
の
補

正
予
算
に
は
、
そ
の
他
に
も
必
要
な

予
算
が
含
ま
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
133
・
134
号

　
（
新
保
育
制
度
関
係
の
条
例
制
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

こ
れ
ら
の
条
例
に
よ
れ
ば
、
育
児

経
験
の
あ
る
専
業
主
婦
な
ど
を
、
資

格
が
不
要
な
子
育
て
支
援
員
に
認
定

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

議案番号▶ 委
員
会
提
出

議
案
第
６
号

議
案
第
141
号

議
案
第
133
号

議
案
第
134
号

議
案
第
144
号

議
案
第
145
号

請
願
第
３
号

請
願
第
４
号

請
願
第
５
号会　派　名 議　員　名

新 風 ２ １

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

寺尾　孝治 議 議 議 議 議 議 議 議 議

上田　　廣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

中曽　義孝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

杉井　弘文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

合 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

新開　邦彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

家森　建昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

威 信 会

麻生　　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

大江　弘康 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

渡邉　國彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

市民クラブ

西本　博之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

五 月 会

平岡　　毅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

坂本　一彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

下村　昭治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

東広島いろは会
重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

早志　美男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × ○ ○ ○

市民フォーラム 鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
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し
て
保
育
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
他
県
で
は
無
資
格
保

育
に
よ
る
事
件
も
起
こ
っ
て
お
り
、

子
ど
も
の
命
を
最
優
先
に
と
願
う
保

護
者
の
願
い
を
遠
ざ
け
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
保
育
士
の
専
門
性
を
否

定
し
、
保
育
士
の
処
遇
も
低
下
し
か

ね
な
い
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

●
請
願
第
３
号

　
（
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

特
定
秘
密
の
定
義
が
極
め
て
曖
昧

で
、
ど
の
情
報
が
特
定
秘
密
に
指
定

さ
れ
た
の
か
も
秘
密
と
さ
れ
る
た
め
、

際
限
な
く
秘
密
の
範
囲
が
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
民
主
主
義
の
基
本

で
あ
る
国
民
の
「
知
る
権
利
」
が
侵

害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
強
い
。
政
府
が

持
っ
て
い
る
情
報
は
本
来
国
民
が
共

有
す
べ
き
財
産
で
あ
り
、
国
会
審
議

が
不
十
分
な
ま
ま
強
行
採
決
さ
れ
た

経
緯
を
鑑
み
て
も
、
民
主
主
義
を
根

底
か
ら
覆
す
暴
挙
で
あ
る
と
考
え
、

こ
の
請
願
に
賛
成
す
る
。

●�

請
願
第
４
号（
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認「
閣
議
決
定
」の
撤
回
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
は
、
再

び
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
憲

法
第
９
条
の
解
釈
を
変
更
し
、
国
際

的
な
軍
事
協
力
と
戦
争
参
加
へ
の
道

を
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
請

願
に
賛
成
す
る
。

●�

請
願
第
４
号（
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認「
閣
議
決
定
」の
撤
回
）

反
対

�

高
橋
典
弘
議
員

　

国
が
国
民
の
安
全
を
守
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
周
辺
諸
国
が
力

に
よ
る
支
配
を
見
せ
つ
け
て
い
る
状

況
の
中
で
、
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
、
限
定
的
に
集
団
的
自
衛
権

を
行
使
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
こ
の

請
願
に
は
反
対
す
る
。

●�
請
願
第
４
号（
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認「
閣
議
決
定
」の
撤
回
）

賛
成

�

赤
木
達
男
議
員

　

日
本
が
安
全
保
障
と
し
て
個
別
的

自
衛
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い

●
請
願
第
３
号

　
（
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
）

反
対

�

高
橋
典
弘
議
員

　

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
法
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
特
定
秘
密
保
護

法
は
国
益
を
し
っ
か
り
守
る
内
容
で

あ
り
、
極
め
て
限
定
的
に
保
護
す
べ

き
情
報
は
保
護
し
、
開
示
す
べ
き
情

報
は
開
示
す
る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
請
願
に
は
反
対
す
る
。

●
請
願
第
３
号

　
（
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
）

賛
成

�
宮
川
誠
子
議
員

　

日
本
は
、
自
衛
隊
の
秘
密
な
ど
が

一
切
守
ら
れ
な
い
国
で
あ
る
。
国
益

が
守
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で

は
、
法
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
秘

密
保
護
法
に
は
、
国
民
を
縛
る
規
制

は
あ
る
が
、
特
定
秘
密
が
国
外
に
漏

れ
る
こ
と
を
縛
る
規
制
は
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
特
定
秘
密
保
護
法

に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
請

願
に
賛
成
す
る
。

の
余
地
が
な
い
が
、
戦
後
か
ら
今
日

ま
で
、
集
団
的
自
衛
権
は
行
使
で
き

な
い
と
判
断
し
て
き
た
こ
と
は
正
し

か
っ
た
と
思
う
。
最
近
の
近
隣
国
に

お
け
る
領
土
問
題
等
に
よ
り
、
極
め

て
懸
念
す
べ
き
事
態
で
あ
る
に
し
て

も
、
個
別
的
自
衛
権
の
範
囲
で
対
処

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
も
し
、
憲

法
改
正
が
必
要
な
ら
ば
、
民
主
政
治

の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
そ
の
判
断
は

国
民
が
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
大
原

則
を
覆
し
て
、
内
閣
が
憲
法
の
解
釈

を
変
更
す
る
こ
と
は
、
地
方
政
治
の

一
翼
を
担
う
議
会
の
政
治
家
の
１
人

と
し
て
看
過
で
き
ず
、
こ
の
請
願
に

賛
成
す
る
。
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総
務
委
員
会

●
議
案
第
₁₂₄
号
・
₁₂₅
号

　
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
）

　
　
　
　

購
入
す
る
車
両
は
、
旧
の

配
備
車
両
と
比
べ
て
機
能
が

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

従
来
の
16
倍
以
上
の
消
火

能
力
が
あ
る
圧
縮
空
気
泡
消

火
装
置
を
装
備
し
て
い
る
な
ど
に
よ

り
、
旧
車
両
よ
り
性
能
が
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

●
議
案
第
₁₄0
号

　
（
東
広
島
市
印
紙
購
入
基
金
設
置
）

　
　
　
　

広
島
県
収
入
証
紙
が
廃
止

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
県

に
お
け
る
手
数
料
及
び
使
用
料
の
納

付
方
法
が
ど
う
見
直
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

広
島
県
収
入
証
紙
を
購
入

し
納
付
し
て
い
た
も
の
を
、

現
金
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
も
の
に

変
更
さ
れ
る
。

QＡQＡ

●
議
案
第
₁₄₉
号

　
（
寺
家
新
駅
基
本
協
定
締
結
）

　
　
　
　

自
由
通
路
に
つ
い
て
は
、

健
常
者
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

障
害
者
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か

ら
の
設
計
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
が
近
接

し
て
お
り
、
車
い
す
利
用
者
等
へ
の

配
慮
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
は
基
本
設
計
段
階
で

あ
り
、
今
後
、
実
施
設
計
で

詰
め
て
い
き
た
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
₁₃₅
号
・
₁₃7
号

　
（
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
拡
充
）

　
　
　
　

い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

の
対
象
が
小
学
校
３
年
生
ま

で
の
児
童
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
開
所

QＡQ

●�
請
願
第
４
号（
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認「
閣
議
決
定
」の
撤
回
）

反
対

�
竹
川
秀
明
議
員

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
つ
い

て
は
、
近
年
の
国
際
情
勢
の
中
で
、

極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
大
前

提
と
し
て
、
憲
法
第
９
条
を
守
り
、

集
団
的
自
衛
権
に
対
す
る
歯
止
め
を

し
っ
か
り
つ
く
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
内
閣
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
海

外
に
行
っ
て
戦
争
す
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
請

願
に
は
反
対
す
る
。

●�

請
願
第
４
号（
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認「
閣
議
決
定
」の
撤
回
）

反
対

�

平
岡　
毅
議
員

　

近
隣
諸
国
の
軍
事
力
増
強
な
ど
、

国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
何

も
し
な
く
て
も
国
民
の
平
和
と
安
全

を
守
る
と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
た
と

本
会
議
の
討
論

委
員
会
審
査
概
要

思
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
友
好
国
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
集
団
的
自
衛
権

に
よ
っ
て
自
国
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
最
低
限
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ

の
請
願
に
は
反
対
す
る
。

●�

請
願
第
₅
号（
公
的
医
療
保
険
制
度

を
守
る
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
即
時
撤
退
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
日
本
の
伝
統

的
な
農
業
や
公
的
な
医
療
が
壊
さ
れ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国

と
不
参
加
国
を
分
断
し
て
し
ま
う
も

の
で
あ
り
、
こ
の
請
願
に
賛
成
す
る
。

●�

請
願
第
₅
号（
公
的
医
療
保
険
制
度

を
守
る
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
即
時
撤
退
）

反
対

�

高
橋
典
弘
議
員

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
問
題
は
制
度

自
体
の
問
題
で
あ
る
。
今
の
段
階
で

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
国
民
皆
保

険
制
度
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
論
理

は
成
り
立
た
な
い
と
考
え
、
こ
の
請

願
に
反
対
す
る
。
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時
間
や
職
員
配
置
は
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　

開
所
時
間
は
特
に
変
わ
ら

な
い
。
職
員
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
指
導
員
と
呼
ん
で
い
た
が
、

新
制
度
で
は
放
課
後
児
童
支
援
員
と

い
う
呼
び
方
に
な
る
。
ま
た
、
新
制

度
で
は
、
保
育
士
や
教
諭
な
ど
の
資

格
が
な
く
て
も
補
助
員
と
い
う
形
で

従
事
で
き
る
。
今
後
、
対
象
児
童
の

拡
大
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
支
援
員

の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
補
助
員
を
活
用
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
受

け
入
れ
は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
全
て
の
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
で
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

　
　
　
　

住
宅
密
集
地
域
な
ど
定
員

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
受
け
入
れ
て

運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
直

ち
に
施
設
整
備
を
行
う
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
あ
る
た
め
、
や
む
を
得
ず

５
年
間
の
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
現
在
の
受
け
入
れ
児
童

数
が
少
な
く
、
６
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
て
も
職
員
の
増
員
が
必
要
な
く
、

ＡQＡ

施
設
整
備
の
必
要
も
な
い
地
域
、
具

体
的
に
は
、
志
和
、
福
富
、
豊
栄
、

河
内
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
先
行
的
に
６
年
生
ま
で
の
受

け
入
れ
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
見
な
が
ら
、
全
体

的
な
施
設
整
備
の
計
画
を
立
て
て
、

５
年
の
間
に
、
順
次
６
年
生
ま
で
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
₁₄₃
号
（
産
業
団
地
造
成

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

志
和
流
通
団
地
に
お
け
る

新
た
な
分
譲
用
地
の
造
成
に

つ
い
て
、
補
正
予
算
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

本
市
内
の
公
的
産
業
団
地

が
ほ
ぼ
完
売
状
態
と
な
っ
て

い
る
中
、
企
業
か
ら
の
高
速
道
路
付

近
の
引
き
合
い
が
続
い
て
い
る
。
志

和
流
通
団
地
は
志
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
近
く
、
既
に
道
路
や
上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ

QＡ

て
お
り
、
市
が
所
有
す
る
緑
地
を
開

発
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
立
地
ニ
ー

ズ
に
早
期
に
対
応
で
き
る
と
判
断
し

た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　

分
譲
面
積
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

分
譲
面
積
は
約
1.2
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
平
成
26
年
度
に

実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
27
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
、
平
成
28
年
８
月

頃
に
分
譲
開
始
の
予
定
で
あ
る
。

建
設
委
員
会

●
議
案
第
₁₂₉
号

　
（
市
道
路
線
認
定
）

　
　
　
　

今
回
認
定
す
る
路
線
に
は

街
路
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
区
間
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
基
準

で
設
置
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

市
街
化
区
域
内
の
区
間
に

は
街
路
灯
を
設
置
し
て
い
る

が
、
市
街
化
区
域
外
の
区
間
で
は
街

路
灯
は
設
置
し
て
お
ら
ず
、
交
差
点

QＡQＡ

に
照
明
を
設
置
し
て
い
る
。

● 

議
案
第
₁₃₁
号（
Ｊ
Ｒ
呉
線
風
早
地
区

　
下
水
道
管
新
設
委
託
契
約
変
更
）

　
　
　
　

契
約
金
額
が
四
，
四
〇
〇

万
円
あ
ま
り
増
加
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
立
坑
を
追
加
で
設
置
す

る
な
ど
、
契
約
金
額
の
増
加
を
抑
制

す
る
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　
　

他
の
方
法
も
検
討
し
た
が
、

今
回
採
用
す
る
工
法
が
最
も

経
済
的
で
あ
り
、
立
坑
を
追
加
し
た

場
合
、
地
域
住
民
に
さ
ら
な
る
不
便

を
強
い
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
た
。

●
議
案
第
₁₄₆
号

　
（
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

新
た
に
行
う
水
道
施
設
の

機
械
警
備
の
対
象
と
す
る
の

は
、
今
年
６
月
に
盗
難
被
害
に
あ
っ

た
施
設
の
み
か
。
対
象
と
な
る
施
設

は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　

盗
難
に
あ
っ
た
施
設
の
み

で
な
く
、
水
道
水
に
異
物
を

混
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
88
カ
所

を
対
象
と
し
て
い
る
。

QＡQＡ


